
！！



きたかみ市議会だより　第 134 号（令和６年７月 26 日）　　2

北
上
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
及

び
運
営
の
基
準
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
な
ど

に
係
る
職
員
配
置
の
基
準
を
緩
和
す
る
ほ
か
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

北
上
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

接
道
義
務
・
道
路
内
建
築
制
限
を
受
け
る

既
存
の
不
適
格
建
築
物
に
つ
い
て
、
省
エ
ネ

改
修
を
目
的
と
し
た
大
規
模
修
繕
を
行
う
場

合
に
限
り
、
当
該
制
限
の
適
用
除
外
が
可
能

に
な
る
。
そ
の
認
定
の
申
請
手
数
料
を
新
た

に
定
め
る
も
の
。

　

以
上
の
他
、
北
上
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

条例

ユーチューブ
「６月通常会議」

令
和
６
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

大
学
設
置
推
進
事
業
（
７
４
７
万
６
千
円
）

　

令
和
５
年
度
に
行
っ
た
基
本
調
査
を
踏
ま

え
て
基
本
構
想
の
策
定
に
係
る
委
託
費
用
を

計
上
す
る
も
の
。

Ｑ　

 

市
立
大
学
設
置
に
関
す
る
市
民
の
意
識

や
理
解
の
現
状
は
。

Ａ　

 

市
民
に
は
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
に
説
明
を
重
ね
、
５
月
に
は
基
本
調

査
の
結
果
を
広
報
で
報
告
し
た
。
心
配

の
声
も
あ
る
が
期
待
す
る
と
い
う
声
も

あ
り
、
賛
否
両
論
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
市
民
へ
の
説
明
が
不
十
分
だ
っ
た
の

は
否
め
な
い
。
市
政
座
談
会
を
機
に
さ

ら
に
説
明
を
重
ね
て
い
く
。

Ｑ　

 

策
定
す
る
基
本
構
想
の
位
置
付
け
は
。

も
し
断
念
す
る
場
合
、
調
査
費
や
こ
の

策
定
費
は
無
駄
に
な
る
の
で
は
。

Ａ　

 

基
本
構
想
は
基
本
計
画
へ
つ
な
げ
る
た

め
の
必
要
な
ス
テ
ッ
プ
の
一
つ
と
捉
え

て
い
る
。
現
時
点
の
調
査
で
大
学
運
営

は
成
り
立
つ
と
の
結
果
が
出
て
い
る
が
、

万
が
一
断
念
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
も
、

策
定
の
た
め
の
調
査
や
構
想
は
市
の
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
に
生
か
せ
る
も
の
で
あ

り
、
全
て
が
無
駄
で
は
な
い
と
考
え
る
。

Ｑ　

 

基
本
構
想
の
策
定
に
係
る
委
託
は
随
意

契
約
を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

市
が
作
成
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
市

民
・
企
業
・
参
画
団
体
と
の
連
携
は
。

Ａ　

 

基
本
調
査
の
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
て
の
基

本
構
想
で
あ
り
同
じ
方
向
性
で
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
業
界
に
精
通
し

た
専
門
性
が
必
要
で
あ
る
。
委
託
と
は

い
え
、
主
体
的
に
関
わ
る
の
は
市
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
も
保
護
者
や
大
学
、
高

校
の
先
生
な
ど
か
ら
話
を
聞
い
て
お
り

連
携
は
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

 

大
学
の
理
念
や
、
学
長
な
ど
人
材
の
選

定
は
。

Ａ　

 

ど
ん
な
大
学
に
し
た
い
か
を
基
本
構
想

で
明
確
化
し
て
い
く
。
人
材
に
つ
い
て

は
大
学
経
営
の
経
験
の
あ
る
人
を
想
定

し
て
い
る
が
、
基
本
構
想
の
次
の
ス

テ
ッ
プ
で
あ
る
基
本
計
画
の
策
定
時
に

お
い
て
考
え
る
。

北
上
線
利
用
促
進
協
議
会
負
担
金

（
３
３
３
万
円
）

　

「
北
上
線
全
線
開
通
１
０
０
周
年
記
念
」

利
用
促
進
の
た
め
の
協
議
会
負
担
金
。

Ｑ　
 

利
用
促
進
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

Ａ　

 

新
幹
線
に
置
い
て
い
る
広
報
誌
ト
ラ
ン

ヴ
ェ
ー
ル
に
北
上
線
特
集
ペ
ー
ジ
を
掲

載
予
定
の
ほ
か
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
沿
線
小
学
生
の

乗
車
体
験
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

第２９５回

６月
通常会議

大
学
設
置
推
進
事
業
の
質
疑
が
白
熱
‼

～
北
上
市
に
市
立
大
学
？　

市
民
へ
の
説
明
は
？
～

　

第
２
９
５
回
６
月
通
常
会
議
に
お
い
て
令
和
６
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
（
第
２
号
）
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
の

配
置
基
準
を
緩
和
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ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員
定
数
改
善

を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
５
年
度
政
府
予

算
に
係
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　

教
職
員
定
数
の
改
善
を
求
め
る
ほ
か
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
の
引

き
上
げ
を
求
め
る
も
の
。

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
の
審
査
で
は
、

「
現
場
の
実
情
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
請

願
事
項
に
係
る
説
明
が
曖
昧
で
、
請
願
事
項

と
実
情
の
関
連
性
や
妥
当
性
を
理
解
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
不
採
択
と
す
べ
き
」
と
の

意
見
が
あ
り
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
と
な
っ
た
と
の
委
員
長
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

【
請
願
書
に
対
し
て
反
対
討
論
】

　
　
　
　
　

小
原　

享
子　

議
員

　

児
童
生
徒
数
が
減
少
す
る
中
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
金
は
前
年
度
予
算
よ
り
増
額

に
な
っ
て
い
る
。
教
職
員
定
数
も
教
科
担

任
制
の
強
化
、
指
導
体
制
の
計
画
的
な
整

備
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
課
題
へ
の
対
応
で
合

計
５
６
６
０
人
も
改
善
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

委
員
長
報
告
の
と
お
り
不
採
択
と
す
べ
き
で

あ
り
反
対
で
あ
る
。

【
請
願
書
に
対
し
て
賛
成
討
論
】

　
　
　
　
　

平
野　

明
紀　

議
員

　

教
職
員
不
足
に
よ
り
、
き
め
細
や
か
な
教

育
を
行
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
教

職
員
定
数
改
善
の
た
め
に
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
の
割
合
を
引
き
上
げ
、
子
ど
も
の
豊
か

な
学
び
を
保
障
す
る
こ
と
は
国
の
重
要
な
責

務
で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
成
で
あ
る
。

　

本
会
議
で
は
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

意見書

現
行
の
健
康
保
険
証
を
残
す
こ
と
を
求
め
る

意
見
書

　

政
府
が
現
行
の
健
康
保
険
証
を
今
年
12
月

２
日
か
ら
廃
止
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
移
行

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
に
対
し
、
現
行

の
健
康
保
険
証
を
残
す
よ
う
求
め
る
も
の
。

【
意
見
書
に
対
し
て
反
対
討
論
】

　
　
　
　
　

熊
谷　

浩
紀　

議
員

　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

て
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
よ
っ
て
効
率
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
市
民
生
活
の
利

便
性
向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
意
見
書

の
提
出
に
反
対
で
あ
る
。

【
意
見
書
に
対
し
て
賛
成
討
論
】

　
　
　
　
　

三
宅　

靖　

議
員

　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
利
用
率
も
低
く
、
災
害

時
に
は
使
用
で
き
な
い
上
、
無
駄
な
業
務
や

混
乱
を
生
む
。
誰
も
が
必
要
時
に
受
診
で
き

る
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
現
行
の
健

康
保
険
証
を
残
す
こ
と
が
合
理
的
か
つ
必
要

で
あ
る
た
め
賛
成
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

議案番号 案件名

発議案第１号  現行の健康保険証を残すことを求める意見書について（→詳細は上記のとおり）

請願第１号
 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2025 年度政府予算に係る意見書の提出を

 求める請願書（→詳細は上記のとおり）

第 295 回６月
通常会議
議決結果

賛否の
分かれたもの
賛成〇 反対●

賛否 北上まほろばクラブ 新清会 北新ネット 北政会
日本共産党
北上市議団 無会派

賛　
　

成

反　
　

対

千
田　

優
子

白
鳥　

顕
志

八
重
樫
民
德

佐
々
木　

護

平
野　

明
紀

三
宅　
　

靖

梅
木　
　

忍

齊
藤　

金
浩

居
駒　
　

勉

藤
田　

民
生

藤
原　

常
雄

高
橋　

晃
大

佐
藤　

惠
子

藤
原　
　

慶

小
田
島
德
幸

阿
部
眞
希
男

原　
　

利
光

太
田　

洋
市

高
橋　

孝
二

田
島　

清
美

髙
橋
久
美
子

安
德
壽
美
子

熊
谷　

浩
紀

小
原　

享
子

星　
　

敦
子

発議案第１号 15 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

請願第１号 14 11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○

請願

教
職
員
定
数
の
改
善
な
ど
を
求
め
る

請
願
を
採
択

国
お
よ
び

政
府
関
係
機
関
に

 

意
見
書
１
件

　
　
　
　

を
提
出
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ユーチューブで議会映像を見てみませんか？ユーチューブで議会映像を見てみませんか？

　北上市議会では、ユーチューブ「岩手県北上市議会公式チャンネ

ル」で本会議の様子を配信しています。各議員の欄などに掲載して

いるＱＲコードをスマートフォンで読み取り、ご視聴ください。

【ＱＲコードの読み取り方】

　①　 「カメラ」または「ＱＲコードリーダー」アプリを起動し、

ＱＲコード（白黒のマス）を画面の中に収める。

　②　画面に表示される読み取り結果をタップする。

　　※ お使いのスマートフォンの機種によって操作方法が異なる

場合があります。

～市政のここが聞きたい～～市政のここが聞きたい～

６月通常会議ではなんと17人の６月通常会議ではなんと17人の

議員が登壇しました！！議員が登壇しました！！

一 般 質 問
カシャリ

ユーチューブ
「６月通常会議」

梅
う め き

木 忍
しのぶ

 議員

ユーチューブ

「梅木議員」

駅は誰にでも快適
な空間であるはず
なのに・・・

藤
ふじわら

原 常
つ ね お

雄 議員

ユーチューブ

「藤原議員」

選挙の在り方を前
向きに考えるべき
ではないか！

　「市民の困りごと」　「市民の困りごと」
　　　　　　速やかにアクションを　　　　　　速やかにアクションを

Ｑ　

 

３
月
に
無
人
駅
と
な
り
閉
鎖
に
な
っ
て
い
る

村
崎
野
駅
の
ト
イ
レ
の
現
状
は
。

Ａ　

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
申
し
入
れ
、
６
月
３
日
に
公

衆
ト
イ
レ
化
し
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

 

９
月
末
で
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
撤
退
す

る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
市
と
の
共
催

事
業
の
ア
カ
デ
ミ
ー
教
室
で
あ
る
。
講
師
・

受
講
者
へ
の
対
応
は
。

Ａ　

  
講
師
と
受
講
者
に
講
座
終
了
後
の
意
向
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
中
。
今
後
も
継
続　
　

を
希
望
す
る
場
合
は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

黒沢尻工業高校や

北工業団地の最寄り駅

　3 月に行われた北上市議選を　3 月に行われた北上市議選を
　　　　　　　　　　　振り返って　　　　　　　　　　　振り返って

Ｑ　

 

過
去
最
低
の
投
票
率
50
・
68
％
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
市
内
２
カ
所
で

行
わ
れ
た
期
日
前
投
票
は
、
パ
ル
で
は
１
万

３
５
４
票
、
ｈ
ｏ
Ｋ
ｋ
ｏ
で
は
５
１
２
８
票
、

合
計
１
万
５
４
８
２
票
で
あ
り
、
総
投
票
数

の
約
40
％
に
当
た
る
。
期
日
前
投
票
所
を
増

や
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

 

投
票
率
を
県
内
他
市
と
比
較
し
た
場
合
、
14

市
の
う
ち
10
番
前
後
で
あ
り
、
花
巻
市
や
奥

州
市
よ
り
や
や
低
い
。
投
票
率
の
低
下
は
全

国
的
に
も
同
様
の
状
況
で
、
即
効
性
の
あ
る

対
策
は
難
し
い
。
期
日
前
投
票
所
は
今
後
も

現
状
の
２
カ
所
で
考
え
て
い
る
。

① 

北
上
市
議
会
議
員
選
挙
を
振
り
返
っ
て

②  

北
上
展
勝
地
さ
く
ら
ま
つ
り
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て

今回の質問

①  

公
共
交
通
の
役
割
お
よ
び
合
理
的
配
慮
・
社
会
的

責
任
に
つ
い
て

② 

市
民
の
学
び
の
場
・
生
涯
学
習
の
継
続
に
つ
い
て

今回の質問

　
　

 

利
用
す
る
こ

と
も
可
能
と

考
え
て
い
る
。
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安
あんとく

德 壽
す み こ

美子 議員

ユーチューブ

「安德議員」

給食費の無償化は
子どもの最善の利
益をかなえるもの

高
たかはし

橋 孝
こ う じ

二 議員

ユーチューブ

「高橋議員」

希望しない人４４
４人で希望する人
２４６人だ

藤
ふじわら

原 慶
けい

 議員

ユーチューブ

「藤原議員」

市民に喜ばれるよ
うな地下道の改修
を！

　学校給食費の無償化で　学校給食費の無償化で
　　　保護者の経済的負担の軽減を　　　保護者の経済的負担の軽減を

Ｑ　

 

小
中
学
校
の
給
食
費
は
年
間
４
万
〜
５
万
数

千
円
と
学
校
に
納
め
る
お
金
の
中
で
も
高
額
。

賃
上
げ
が
物
価
高
騰
に
追
い
付
か
ず
、
さ
ら

な
る
負
担
増
が
見
込
ま
れ
る
。
学
校
給
食
費

の
無
償
化
に
踏
み
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

  

全
国
で
は
約
３
割
の
自
治
体
が
、
県
内
で
は

33
自
治
体
の
う
ち
11
自
治
体
が
完
全
無
償
化
。

ま
た
、
当
市
を
含
む
県
内
９
市
が
一
部
補
助

を
実
施
し
て
い
る
。
完
全
無
償
化
に
は
、
毎

年
４
億
円
弱
の
恒
久
財
源
が
必
要
。
国
が
一

律
に
実
施
す
べ
き
も
の
と
し
て
東
北
市
長
会

な
ど
で
要
請
し
て
い
る
。

 北上市大学設置基本調査結果報告の 北上市大学設置基本調査結果報告の
　　　　　　　　　 　疑問点について　　　　　　　　　 　疑問点について

Ｑ　

 

今
般
の
大
学
設
置
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
配
付
総
数
は
お
お
よ
そ
１
万
９
９
０
４

人
、
そ
の
う
ち
保
護
者
へ
の
配
布
は
９
８
９

１
人
で
あ
る
。
保
護
者
の
約
９
割
が
回
答
し

て
い
な
い
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
た
か
。

Ａ　

 

保
護
者
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、
子
ど
も

の
進
学
先
決
定
は
本
人
の
希
望
を
優
先
す
る

と
考
え
る
人
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
保
護
者

向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
周
知
を
、
生
徒
を
通
じ

て
行
な
っ
た
学
校
で
は
、
周
知
が
行
き
渡
ら

な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

北上駅東西地下道の改修は北上駅東西地下道の改修は
Ｑ　

 

北
上
駅
東
西
地
下
道
は
、
北
上
駅
を
挟
ん
で

東
側
と
西
側
を
結
ぶ
地
下
道
だ
が
、
照
明
や

非
常
灯
、
内
壁
な
ど
の
老
朽
化
が
散
見
さ
れ

る
。
ま
た
、
看
板
な
ど
の
案
内
も
な
く
不
便

で
あ
る
が
、
地
下
道
の
改
修
を
行
う
考
え
は
。

Ａ　

 

北
上
駅
東
口
の
再
開
発
に
伴
い
、
地
下
道
の

利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
案
内
看
板
の
設
置
な
ど
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。
広
告
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
も
、
地
下
道
の
改
修
に
併
せ
て
有
効
な
活

用
策
を
研
究
し
て
い
く
。

北上駅東西地下道

① 

空
き
家
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て

② 

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の
設
置
検
討
に
つ
い
て

③ 

北
上
駅
東
西
地
下
道
に
つ
い
て

今回の質問

① 

北
上
市
大
学
設
置
基
本
調
査
報
告
に
つ
い
て

②  

児
童
・
生
徒
の
「
い
じ
め
問
題
」
へ
の
対
応
と
再

発
防
止
策
に
つ
い
て

今回の質問

①  

物
価
高
騰
か
ら
く
ら
し
と
営
業
を
守
る
施
策
に
つ

い
て

② 

生
活
道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

③ 

学
校
教
育
の
環
境
の
整
備
推
進
に
つ
い
て

今回の質問
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千
ち だ

田 優
ゆ う こ

子 議員

ユーチューブ

「千田議員」

みんなの今と未来
に優しさと安心を

居
い こ ま

駒 勉
つとむ

 議員

ユーチューブ

「居駒議員」

交流センター職員
の処遇改善は喫緊
課題である

田
た じ ま

島 清
き よ み

美 議員

ユーチューブ

「田島議員」

住民の長い間の願
いを受けとめて安
全対策を早急に！

産後ケア事業の拡充は産後ケア事業の拡充は
Ｑ　

 

産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
は
。

Ａ　

 

産
後
ケ
ア
が
ニ
ー
ズ
に
追
い
つ
い
て
い
な
い

状
況
。
委
託
団
体
の
人
員
・
設
備
な
ど
の
拡

充
が
可
能
で
あ
れ
ば
協
議
し
て
い
く
。

Ｑ　

 

広
域
連
携
に
よ
る
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
の
取
り

組
み
は
。

Ａ　

 

産
後
ケ
ア
の
広
域
連
携
は
理
解
し
て
い
る
が
、

宿
泊
型
産
後
ケ
ア
は
ま
ず
単
市
と
し
て
の
実

施
を
念
頭
に
調
査
し
、
現
在
検
討
中
の
花
巻

市
と
情
報
交
換
し
て
い
く
。

Ｑ　

 

県
産
後
ケ
ア
等
利
用
促
進
事
業
の
一
時
預
か

　交流センター職員の待遇は　交流センター職員の待遇は
　　　　　　　　　早期改善が必要！　　　　　　　　　早期改善が必要！

Ｑ　

 

地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
に
関
し
て
人
件
費

に
充
当
し
た
実
例
は
（
＊
）。

Ａ　

  

現
時
点
で
、
地
域
活
動
運
営
事
業
に
関
す
る

人
件
費
の
充
当
例
は
な
い
。

Ｑ　

職
員
の
給
与
水
準
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

Ａ　

 

地
域
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
の
確
保
を
続
け

る
た
め
に
は
、
社
会
状
況
の
変
化
を
考
慮
し

た
事
務
局
職
員
の
賃
金
水
準
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ　

賃
金
体
系
モ
デ
ル
を
示
す
考
え
は
あ
る
か
。

Ａ　

 

職
能
別
の
賃
金
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
予
定
で

あ
る
。

　常盤台地域幹線道路　常盤台地域幹線道路
　　　( 県道相去・飯豊線 ) の安全を　　　( 県道相去・飯豊線 ) の安全を

Ｑ　

 

過
去
の
信
号
機
設
置
な
ど
の
地
域
要
望
に
市

と
し
て
ど
う
対
応
し
て
き
た
か
。
地
域
要
望

の
信
号
機
ま
た
は
横
断
歩
道
の
設
置
に
向
け

て
、
実
態
を
把
握
し
対
応
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ　

 

提
出
さ
れ
た
要
望
に
つ
い
て
は
、
北
上
市
交

通
安
全
対
策
協
議
会
の
交
通
安
全
施
設
改
善

検
討
部
会
に
お
い
て
、
改
善
の
要
否
や
計
画

の
有
無
に
つ
い
て
照
会
を
行
い
、
危
険
箇
所

の
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
交
通
の
安
全
と

円
滑
の
確
保
の
視
点
か
ら
、
短
い
区
間
に
お

い
て
複
数
の
信
号
機
を
設
置
す
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
る
。

常盤台地域幹線道路の状況

①  

常
盤
台
地
域
幹
線
道
路
（
県
道
相
去
・
飯
豊
線
）

の
安
全
に
つ
い
て

②  

公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

今回の質問

① 

北
上
市
史
編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て

②  

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

今回の質問

① 

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

②  

妊
産
婦
に
対
す
る
事
業
の
充
実
に
つ
い
て

今回の質問

り
支
援
と
交

通
費
な
ど
支

援
の
導
入
は
。

Ａ　

 

年
度
途
中
の

開
始
も
含
め

検
討
す
る
。

＊ 

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
予
算
配
分
を
可
能
と
す
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
組
織

に
交
付
し
て
い
る
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
の
う
ち
、
地
域
活
動
運
営
事
業
の
運
営

費
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
人
件
費
へ
の
充
当
を
可
能
と
し
た
。
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八
や え が し

重樫 民
たみのり

德 議員

ユーチューブ

「八重樫議員」

市道の維持管理財
源は優先するべき
全庁的課題です

藤
ふ じ た

田 民
た み お

生 議員

ユーチューブ

「藤田議員」

安心して仕事と子
育てを両立できる
環境は必須だ！

髙
たかはし

橋 久
く み こ

美子 議員

ユーチューブ

「髙橋議員」

お金の心配なく必
要時、医療受診で
きることが大切だ

　誰もが快適に暮らし続けられる　誰もが快適に暮らし続けられる
　　　　　　　　市道の改良整備を　　　　　　　　市道の改良整備を

Ｑ　

 

老
朽
化
が
進
む
市
道
の
維
持
管
理
・
改
良
整

備
と
辺
地
（
＊
）
の
道
路
改
良
に
人
材
・
財

源
確
保
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

 

道
路
整
備
事
業
の
主
要
な
財
源
で
あ
る
、
国

か
ら
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
内
示

率
は
低
下
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
交
付
金

や
起
債
で
の
財
源
確
保
に
努
め
て
い
く
。
辺

地
に
つ
い
て
は
、
辺
地
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

辺
地
債
や
国
の
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

道路のひび割れ状況

江釣子学童保育所の拡充を江釣子学童保育所の拡充を
Ｑ　

 

本
年
度
１
７
０
人
の
定
員
に
対
し
て
１
８
４

人
の
児
童
が
在
籍
し
て
お
り
、
う
ち
12
人
を

江
釣
子
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
も
保
育
し
て

い
る
。
来
年
度
の
小
学
校
入
学
児
童
数
は

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
例
年
並
み
の
利
用
者
と
な

れ
ば
２
０
０
人
を
超
え
る
予
想
で
あ
り
、
年

度
内
に
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

 
来
年
度
に
向
け
、
保
育
専
用
で
利
用
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
努
め
る
ほ
か
、
運
営
方

法
、
人
員
体
制
な
ど
必
要
な
方
策
を
早
期
に

運
営
組
織
と
協
議
し
て
い
く
。

江釣子学童保育所

　安心して受診できるためにも　安心して受診できるためにも
　　　　　　　　国保税の引き下げを　　　　　　　　国保税の引き下げを ①  

住
民
が
望
む
医
療
の
提
供
に
つ
い
て

②  

子
ど
も
妊
産
婦
医
療
費
助
成
事
業
な
ど
の
医
療
費

助
成
の
拡
充
に
つ
い
て

③ 

い
の
ち
守
る
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

今回の質問

① 

江
釣
子
学
童
保
育
所
の
拡
充
に
つ
い
て

今回の質問

① 

市
道
の
維
持
管
理
・
改
良
整
備
に
つ
い
て

今回の質問
＊ 

辺
地
…
交
通
条
件
や
自
然
的
、
経
済
的
、
文
化
的
諸
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
山

間
地
な
ど
の
地
域
。

Ｑ　

 

財
政
調
整
基
金
を
活
用
し
、
国
民
健
康
保
険

税
の
引
き
下
げ
が
必
要
で
は
。

Ａ　

 

歳
出
が
歳
入
を
上
回
る
状
況
が
続
く
見
通
し

で
あ
る
。
基
金
を
取
り
崩
し
運
営
し
て
い
く

こ
と
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　

 

数
年
前
か
ら
基
金
が
枯
渇
す
る
と
言
わ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
５
年
間
を
見
て
も
基
金
は
10

億
円
以
上
あ
る
。
国
保
財
政
の
運
営
方
針
を

見
直
す
考
え
は
。

Ａ　

 

財
政
的
に
楽
観
視
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

指
摘
の
通
り
、
数
年
前
の
見
通
し
と
現
状
と

の
隔へ

だ

た
り
が

生
じ
て
い
る

た
め
、
推
計

の
精
度
を
上

げ
て
い
く
。
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平
ひ ら の

野 明
あきのり

紀 議員

ユーチューブ

「平野議員」

この間の拡充が指
定管理料に反映さ
れず不満が大きい

佐
さ さ き

々木 護
まもる

 議員

ユーチューブ

「佐々木議員」

支援体制の一層の
強化が急務！

   学童保育所指定管理料は   学童保育所指定管理料は
           制度拡充に合わせ改善を           制度拡充に合わせ改善を

Ｑ　

 

学
童
保
育
所
の
常
勤
職
員
配
置
に
か
か
る
国

の
補
助
基
準
額
が
本
年
度
大
幅
に
拡
充
さ
れ

て
い
る
が
、
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

Ａ　

 

委
託
料
は
こ
れ
ま
で
も
補
助
基
準
額
の
変
更

に
合
わ
せ
て
変
更
契
約
を
締
結
し
て
お
り
、

内
容
精
査
の
上
対
応
す
る
。
指
定
管
理
料
は
、

委
託
料
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
検
討
す
る
。

Ｑ　

 

将
来
的
に
法
人
に
よ
る
運
営
を
め
ざ
す
考
え

が
あ
る
と
聞
く
が
、
方
向
性
は
ど
う
か
。

　不登校児童生徒および保護者への　不登校児童生徒および保護者への
　　　　　　　　　　　　支援充実を　　　　　　　　　　　　支援充実を

Ｑ　

  

関
係
機
関
連
携
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
の
状
況
は
。

Ａ　

 

既
に
学
校
が
中
心
と
な
り
、
児
童
生
徒
一
人

一
人
の
実
態
に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
を

進
め
て
い
る
。

Ｑ　

 

保
護
者
支
援
の
た
め
に
も
居
場
所
一
覧
の
整

備
の
予
定
は
。

Ａ　
 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
を
中

心
に
作
成
に
着
手
し
て
い
る
。
現
状
に
合
っ

た
整
備
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　

 

全
国
的
に
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
健
康
被

害
が
認
識
さ
れ
て
お
り
、
死
亡
者
数
が
急
増

し
て
い
る
。
過
去
47
年
間
の
全
ワ
ク
チ
ン
の

被
害
累
計
と
比
較
す
る
と
異
常
な
状
態
の
数

値
で
あ
る
。
当
市
で
は
ど
れ
く
ら
い
の
被
害

事
例
の
報
告
が
出
て
い
る
か
。

Ａ　

 

当
市
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係

る
健
康
被
害
は
、
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済

制
度
の
申
請
が
２
件
。
そ
の
う
ち
１
件
が
認

定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
体
調
不
良
な
ど
の

相
談
に
は
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
。

　コロナワクチンによる　コロナワクチンによる
　　　　　健康被害が全国的に急増　　　　　健康被害が全国的に急増

① 

学
童
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て 

②  

指
定
管
理
（
＊
）
の
あ
り
方
に
つ
い
て

③ 

自
治
公
民
館
整
備
費
に
係
る
補
助
に
つ
い
て

今回の質問

①  

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て

② 

北
上
市
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
に
つ
い
て

今回の質問

①  

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
影
響
把
握
と
今
後
の
遺
伝
子

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

今回の質問

Ａ　

 

安
定
し
た

運
営
の
た

め
、
法
人

化
が
望
ま

し
い
と
考

え
て
お
り

個
別
に
協

議
し
進
め

る
。

＊ 

指
定
管
理
…
公
の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
権
限
を
指
定
管
理
者
に
委
託
し
て
行
う

も
の
。
民
間
の
能
力
を
活
用
し
て
効
果
的
・
効
率
的
な
管
理
を
行
い
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
経
費
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

白
しらとり

鳥 顕
け ん し

志 議員

北上市でコロナワ
クチンによる被害
は出ているか

ユーチューブのコミュニティ

ガイドラインの違反を理由に

白鳥議員の動画が削除され

たため、 配信していません。

北上学童保育所つくしクラブ
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小
お ば ら

原 享
きょうこ

子 議員

ユーチューブ

「小原議員」

聴き取れないと思
ったら、まず試し
てみて

星
ほし

 敦
あ つ こ

子 議員

ユーチューブ

「星議員」

景観一帯が公共！
一度失った公共の
心は取り戻せない

熊
くまがい

谷 浩
こ う き

紀 議員

ユーチューブ

「熊谷議員」

スマートフォンの
防災アプリ、利活
用してますか？

軟骨伝導イヤホンを庁内窓口に軟骨伝導イヤホンを庁内窓口に
Ｑ　

 

市
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
の

た
め
、
市
役
所
の
窓
口
に
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
・
集
音
器
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　

 

窓
口
に
お
い
て
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
上
で
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え

る
。
「
聴
こ
え
」
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
が
、

安
心
し
て
窓
口
で
説
明
を
受
け
相
談
で
き
る

環
境
整
備
の
た
め
、
ま
ず
長
寿
介
護
課
の
窓

口
に
試
行
的
に
配
置
し
、
利
用
者
の
声
も
聞

き
な
が
ら
、
使
い
勝
手
や
使
用
頻
度
、
維
持

管
理
の
課
題
な
ど
を
検
証
す
る
。

軟骨伝導イヤホン

　１００年後も展勝地が　１００年後も展勝地が
　　　　　市民の拠り所となるために　　　　　市民の拠り所となるために

Ｑ　

 

指
定
管
理
は
あ
く
ま
で
も
管
理
の
手
法
に
す

ぎ
な
い
（
＊
）。
展
勝
地
エ
リ
ア
一
体
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
市
が
再
構
想
せ
ず
に
、

１
０
０
年
前
の
先
人
た
ち
が
大
切
に
し
て
き

た
展
勝
地
へ
の
思
い
を
１
０
０
年
後
に
引
き

継
げ
る
の
か
。

Ａ　
 

展
勝
地
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
策
定
し
て

い
な
い
が
、
令
和
３
年
度
の
開
園
１
０
０
周

年
の
際
に
記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
「
私
た

ち
の
誇
り
で
あ
り
続
け
る
展
勝
地
」
な
ど
と
、

　災害時の逃げ遅れ防止と　災害時の逃げ遅れ防止と
　　　　　　　ＡＥＤの利用強化を！　　　　　　　ＡＥＤの利用強化を！

Ｑ　

 

避
難
行
動
要
支
援
者
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た

め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
活
用
策
は
。

Ａ　

 

他
市
で
は
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
ア
プ
リ
（
＊
）
の

導
入
事
例
な
ど
あ
る
が
、
当
市
と
し
て
は
検

討
に
至
っ
て
な
い
。

Ｑ　

 

他
市
町
村
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設
に
鍵
が
か

か
っ
て
い
て
人
を
救
え
な
か
っ
た
事
例
が
あ

る
。
屋
外
型
Ａ
Ｅ
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
設
置
の
検
討

は
。

Ａ　

 

令
和
７
年
度
の
機
器
更
新
時
に
、
屋
外
で
も

利
用
で
き
る
よ
う
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
屋
外
設
置
に
対

応
し
て
い
く
。

屋外へのＡＥＤ設置

イメージ

①  

帯
状
疱ほ

う

し

ん疹
ワ
ク
チ
ン
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
＊
）

の
推
進
に
つ
い
て

② 
 

聴
こ
え
に
支
障
の
あ
る
来
庁
者
へ
の
支
援
策
に
つ

い
て

今回の質問

① 

こ
ど
も
施
策
の
充
実
と
体
系
化
に
つ
い
て

②  

１
０
０
年
後
の
展
勝
地
の
姿
に
つ
い
て

今回の質問

① 

防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
と
強
化
に
つ
い
て

今回の質問
＊ 
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
ア
プ
リ
…
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
登
録
さ
れ
た
要
支
援
者
の
位
置
情

報
を
、
支
援
関
係
者
が
共
有
し
て
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
取
り
組
み
。

＊ 

市
で
は
展
勝
地
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
行
政
財
産
化
し
、
展
勝
地
公
園
、
み
ち
の
く
民

俗
村
と
一
緒
に
指
定
管
理
と
す
る
こ
と
で
、
観
光
拠
点
の
安
定
的
施
設
運
営
と
エ

リ
ア
全
体
を
つ
な
い
だ
一
体
的
な
活
用
の
推
進
を
検
討
し
て
い
る
。

次
の
１
０
０
年

に
向
け
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。

指
定
管
理
導
入

に
よ
り
、
効
率

的
な
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
。

陣ヶ丘からの展勝地桜並木

＊ 

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
…
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と
な
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

(

Ｈ
Ｐ
Ｖ)

の
感
染
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
。
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委 

員 

長

　

梅　

木　
　

忍

 

副
委
員
長

　

熊　

谷　

浩　

紀

 

委　
　

員

　

藤　

原　
　

慶

　

白　

鳥　

顕　

志

　

田　

島　

清　

美

　

原　
　

利　

光

　

齊　

藤　

金　

浩

　

佐　

藤　

惠　

子

※１ ： 全体会 ：決算特別委員会全体会
※２ ：分科会 ：決算特別委員会分科会

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

分　科　会※２

９月通常会議の日程
－議会を傍聴しませんか－

　いずれも午前10時から開催予定です。中学生以上であれ

ば誰でも傍聴できます。委員会や分科会を傍聴する場合

は、議会事務局で受付をお願いします。

全体会※１

初日

常任委員会

一　般　質　問

最終日全体会※１

　きたかみ市議会だよりをより見やすく、

分かりやすい紙面とするため、今号でリ

ニューアルを行いました。今後のよりよい

紙面づくりのため、市議会だよりへのご意

見・ご感想を募集しています。皆さまのご

協力をお願いします。

ご意見・ご感想

はこちらから↓

よりよい議会だよりを目指して！

　議員 20 年 

　 ◆ 星
ほ し

 敦
あ つ こ

子 議員

　 ◆ 八
や え が し

重樫 七
し ち ろ う

郎 元議員

　 ◆ 小
お ば ら

原 敏
と し み ち

道 元議員

　夏油高原の入り口にあるどこか懐かしい空間。 平成28年に北上市地域おこし協力
隊として着任した中村吉秋さん、 邦子さんご夫婦は、 夏油高原エリアの魅力を発信す
るため、 ２年間かけ築約１００年の空き家古民家を自ら修復し、 観光案内所兼カ
フェをオープン。 地域行事には自ら欠かさず顔を出し、 持ち前のコミュニケーション能力で
地域に貢献してきた結果なのだろう。 フレンドリーに接してくれるお二人は 「地域に支え
られている」 と話す。

　現在、 中村さんが力を入れて取り組んでいるのが、 寒い北国でも快適に暮らせる薪
を使った寺子屋事業だ。 移住 ・定住にもつながる重要な住空間！そして、 ペール缶か
らロケットストーブを作るワークショップが今、 注目を集めている。 それは冬の災害時への
備えにもなる。 空き家問題、 環境問題、 持続可能なエネルギー供給、 さらに防災力
とさまざまな課題に取り組んでいる姿に頭が下がる。 議員も机上の空論ではなく、 行
動することが大事と感じる昼下がり。（梅）

ちょっとブレイク！ VOL.1

全国市議会議長会表彰

永年勤続議員に
表彰状が授与されました。

夏油古民家 Café
kobiru( 小昼 ) ＆観光案内所


